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要         旨 

本論文は、絵本の読み聞かせ方により幼児の反応や理解がどう異なるの

か、実際の読み聞かせ場面を観察もしくは実験的に操作し、詳細な関連性

を追究することにより、幼児の自発的な学びにつながるような絵本の読み

聞かせ方について考察している。具体的には、幼児期に絵本を読み聞かせ

る場合に、大人がどういう関わり方をすると子どもの自発的な関わりを高

めるのかを、養育態度の特徴、子どもの年齢、母親の子どもの発言への反

応の仕方との関連性から、母親の子どもへの読み聞かせ場面の観察調査に

よって実証的に検討した。さらに、子どもが幼児期後期になるにつれ、母

親の子どもへの絵本読み聞かせ時の朗読外発話が母子ともに減り、朗読の

みになっていく点に着目し、年長児への読み聞かせ時の、朗読の仕方を操

作した実験を行い、朗読の仕方と物語理解の度合いの関係を検討した。審

査委員会では、本論文が示唆した以下の２点を特に評価した。 

１． 実際の絵本読み聞かせ場面時の母子のやりとりの過程を丁寧に調べ、

従来具体的なやりとりのレベルでは示されることのなかった、絵本読

み聞かせ時の子どもの発話に対して母親がどう反応すると、その後の

子どもの絵本に対する自発的な発話や関わりが増えるのかに関して、

具体的な行動レベルで示している点。 
２． 絵本の朗読の仕方によっても、子どもの絵本の物語の登場人物の心情

に関する理解や、関心の示し方が変わってくる可能性を実験的操作に

より、実証的に示している点。 
本論文に対する審査は、平成 25 年 12 月 18 日（水）、平成 26 年 1 月 8 日

（水）、平成 26 年 2 月 5 日（水）に行われ、平成 26 年 2 月 20 日（木）に

公開発表と最終審査試験が行われた。第１回審査会では、調査結果や論文

の意義は評価されたが、論旨の流れがよくない部分があること、先行研究

との関係性がわかりにくいことが指摘された。第２回、第３回の審査会で

は、これらの問題に対して適切に修正がなされたことを確認した。公開発

表では、丁寧な説明がなされ、質疑に対しても十分な回答を行った。 
以上の結果に基づき、本審査委員会では、本論文がお茶の水女子大学大学

院人間文化創成科学研究科の学位、博士（人文科学）、Ph.D. in Psychology
を授与するのにふさわしいと判断した。 
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